


夏休みフォトコンテストキャンペーン 
～八千代牛乳の紙パックで工作してみよう～ 

 
■ 帽子のつくりかた（子供サイズ） 
■ 材料；飲み終えた八千代牛乳（１Ｌ）の紙パック３パック、定規、はさみ、ホチキス、セロテープ、両面テープ 
 
① 空きパックに図面を書き（２本分）、はさみで切ります。     ② ２枚をホチキス（３～４箇所くらい）で止めます。 
 
 
 
 

 
 
 

③ 「左端」と「端から５枚目」の上部を束ねホチキスで止めます。 
 
 
 
 

 
④残りも３枚づつ真中が上になるよう上部をホチキスで止めます ⑤ 両端をホチキス（3～4箇所くらい）で止めつなぎ合わせます。 
 
 
 
 
 
 
⑥ 裏返しにて帽子の形状を考えながら（丸みを帯びるように）   ⑦ つばの部分をつくります。紙パック（１

少し押さえつけるようにしながら、形状を決めセロテープで    枚分）に図面を書き、はさみで切ります。 
固定します。 
※またホチキス止めした箇所も、被った際に髪がひっかからないようセロテープを貼ります。                           

 
 
 
 
 
 
⑧ のりしろ部分に両面テープを貼り、本体の内側に貼りつけ 

セロテープで補強し出来上がり。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「セロテープ」の代わりに「ビニールテープ」を使用すると強度が増します。 

※ 千葉県牛乳普及協会副会長 高橋束さんの作り方を参考にしています。  
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